
楽しくて時間がたつのを忘れてしまう

脳を元気にし、話し合いながら学ぶ

「いきいき運転講座」

楽しくて時間がたつのを忘れてしまう

脳を元気にし、話し合いながら学ぶ

「いきいき運転講座」

一般社団法人 日本自動車工業会

楽しくて時間がたつのを忘れてしまう

脳を元気にし、話し合いながら学ぶ

「いきいき運転講座」



本日の内容

■「いきいき運転講座」の考え方と特徴・・・・・・30分

■ 「いきいき運転講座」 体験・・・・・・・・・・・・・・40分

●交通脳トレ

●安全トレーニング

■活用のポイント・質疑応答・・・・・・・・・・・・・・・20分



交通安全教育に
どんなイメージがありますか？

■黙って座って聞くだけ

■楽しくない。早く終わって・・
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いきいき運転講座

より安全に運転をつづけていただくために

「交通安全トレーニング」と「交通脳トレ」を組み合わせた
新しい手法による楽しい学習

従来のイメージをくつがえす講座



約28万人 受講者数推定（２００８年８月より）

90％
受講者の反応が良かった
（主催者の意見）

データ



●自分が発言することで意識が高まる

●他の人の意見を聞くことで、自分が

気づかないことがわかる

●時間があっという間にたち、楽しく勉強できた

受講者の声



●みんなに考えさせ、発表させる教室は新鮮でよい

●人の意見を聞くことによって気づきや学びがある

●話し合う、考える、見るなどいろいろな場面が

あり楽しい

交通安全ご担当者の声



１．「いきいき運転講座」の目的
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■運転を続けたい
・交通手段が他にない
・便利な暮らし
・家族や友達との交流
・趣味を楽しむ

■高齢ドライバーの
交通事故比率増加

●「運転を必要」とされる高齢ドライバーに、
長く健康で安全に運転を続けていただくための
交通安全教育プログラム
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一般社団法人 日本自動車工業会のご紹介

●日本の自動車製造メーカー14社を会員とする公益法人
自動車工業の健全な発達を図経済の発展と
国民生活の向上に寄与することを目的として設立。

●税制や交通システム、安全・環境に対する課題など総合
的な観点から、自動車の利用環境向上に取り組んでいる。

●交通安全活動
・春・秋の交通安全運動期間に合わせた交通安全キャンペーン
・JAF・全日本交通安全協会と連携した各種セーフティトレーニング
・高校生を対象としたプレドライバー教育用教材などの提供
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交通安全、心理学、脳科学の専門グループとともに開発

科学的な効果評価も実施
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「高齢運転者交通事故防止対策に関する有識者会議」（警察庁）で
「いきいき運転講座」が、高い評価を得る

［共通認識〉

●交通事故分析に基づく効果的な対策
●高齢運転者の特性等に応じたきめ細かな対策
●関係機関・団体等が連携した総合的な対策 の実施

高齢者の交通事故防止に向けて取り組むべき今後の方策

■有識者会議の中で、委員から「いきいき運転講座」の有効性が発言
される

■高齢運転者の安全運転の継続を支援するために重要な
・コーチング技法による気づきの促し
・補償運転の促し
・危険予知トレーニングの有効性
・「地域」を中心とした高齢者の自主的安全活動が重要
などが「いきいき運転講座」で採用されている

★有識者会議の「提言」（2017年6月30日）



最近の研究から
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高齢者が運転やめたら・・・・・

運転を続けた人に比べて要介護となる可能性が
約２倍高くなる
（筑波大学の研究チーム） 朝日新聞 2019年9月6日

「移動の手段を失うと、活動量が減って健康度が下がる」

「事故の予防はもちろん、高齢者の安全運転への支援が大切」



２．「いきいき運転講座」の考え方

13

１．コミュニケーション力
を高める

２．自分で考え、
行動を変化させる

「交通安全力」ＵＰ「いきいき度」ＵＰ



２．「いきいき運転講座」の考え方
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１．コミュニケーション力
を高める

２．自分で考え、
行動を変化させる

「交通安全力」ＵＰ「いきいき度」ＵＰ

●活動的な人ほど長生き
●何でも話し合える仲間をもっ
ている人ほど、交通安全意識
が高い

●「教え込む」のではなく、
「気づき」を通して、安全性
を高める

高齢ドライバーの交通事故減少



３．「いきいき運転講座」の特徴
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特徴１． よい仲間づくりをする

★小グループ学習
★活動的な暮らしのすすめ

★気づきを促し、行動を変化させる教育メソッド
・コーチング ・役割演技法 ・ミラーリング

特徴２． 話し合いを中心に進める

特徴３． 「脳機能」を高めながら
交通安全を学習
●交通脳トレ＋話し合い

特徴４． 免許のない方でも参加できる

★地域の交通安全活動に役立つ

●良い仲間がいる人は安全に行動できる

●ドライバー、歩行者、自転車の立場で話し合い

＋

●意見を出し合って自分たちで問題解決



質問「どのように通過しますか？」

一時停止標識のある信号機なし交差点の通過
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実際に行動チェック
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質問「どのように通過しますか？」

正解率 ８０％

実際に行動チェック

正しい行動 １５％

一時停止標識のある信号機なし交差点の通過



知識と行動のギャップをどう埋める？

●正しい答えを教える？

それとも

●考えさせる？
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知識と行動のギャップをどう埋める？

●正しい答えを教える？

それとも

●考えさせる？

■小グループのディスカッション

■運転の問題行動をビデオで観察 など



４．「いきいき運転講座」の構成

＋

交通安全トレーニング交通脳トレ



＋

交通安全トレーニング交通脳トレ

●４種類×3レベル＝12回分●毎日１０分、３ヵ月実施
●講習会では１日分を実施



＋

交通安全トレーニング交通脳トレ

●４種類×3レベル＝12回分●毎日１０分、３ヵ月実施
●講習会では１日分を実施
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７．本日の講座の流れーー「自分の運転を振り返る」（レベル1）を使って

１ あいさつ 5分

自己紹介 5分

２ 交通脳トレ 10分
■問題2枚

３ 交通安全トレーニング
（話し合い） 40分～1時間

■ワークシート

４ まとめ 5分
■今日、覚えてほしいこと

講座の流れ １時間～1時間半

●準備

●あとかたづけ

「いきいき運転講座」の進め方 基本パターン

リーダー用教材に
進め方の台本
経験の浅い方も



リーダー用教材「今日、話し合うための台本」

■あいさつ、話し合いの進め方、発言を引き出す方法
■そのまま読み上げるだけで、講座をいきいきと進められる
■初心者もベテランも同じレベルで講習を展開できる



進め方

■交通脳トレ
「まず脳の機能を高めておきましょう」

■1日分を実施（時間がないときは１問）
■よいムードづくりに役立つ



■ワークシートを活用：スムーズな進行、記憶に残る・勉強できた実感

「いきいき運転講座」はなぜおもしろいか

■交通安全トレーニング（グループ学習）

「みんなで話し合いながら答えを出しましょう」


